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図1にみられる二つの低気圧の発達傾向に関して述べた次の文章の空欄(①)～(⑭)に入る適切な数値(整数)または語句
を記入せよ。
中国東北区東部にある低気圧の中心位置は，北緯(47)°，東経(131(132))°である。図2(上)を見ると，この低気圧
は西方にある500hPaのトラフの下流に存在し，強風軸(ジェット気流軸)よりも(北)側に位置していると判断される。図
2(下)を見ると，この低気圧の中心の直上を850hPaの(-12)℃の等温線が通り，その南側で温度傾度がやや大きくなって
いるものの，850hPaの風は等温線にほぼ(平行)に吹いていて(温度移流)は小さく，700hPaの鉛直流も弱い。このことから
みて，このじょう乱は発達過程にはない。中国東北区南部からボッ海にかけて見られる上昇流域は，図2(上)と対照させれば，
(正渦度)移流域に対応している。東シナ海にある低気圧に対応する850hPa面の低気圧性循環の中心位置は，図2(下)
では北緯(33)°，東経(123)°付近と考えられ，地上の低気圧中心の(北西)側にあたる。そこは850hPaの等温線が
(寒気)側へ凸になっており，温度場の(尾根)になっている。700hPaの鉛直流と850hPaの温度移流に着目すると，この低
気圧性循環中心の西側は鉛直流の符号が(正)で(寒気)移流が見られ，東側とは対照的である。図2(上)で500hPaの場
を見ると，黄海北部から華中にかけて(正渦度)の極大域として認められるトラフがこの低気圧に対応していると考えられ，じょ
う乱の鉛直軸は上空へ行くほど偏西風の(上流)側に傾斜していて，じょう乱の発達傾向を示している。

＜ポイント＞
・ふたつの低気圧を比較させて、発達中か否かを判断させる問題である。
・発達中であることの要点は、温度移流が顕著であること、気圧の谷の軸が西に傾いていること、500hPaトラフが西から
接近中であることなどが挙げられる。

・850hPa循環中心の解析は、風向と等温線の屈曲による。地上低気圧との位置関係は、トレペを使用して地上低気圧
の位置を正確に把握することが大事である。



26日から27日にかけて全国的に風雨・風雪の強まりが予想されるなか，高知県，宮城県，北海道胆振地方において特に
注意警戒が必要となる事項を下表に示した。「根拠」欄の空欄(①)～(⑫)に入る適切な数値または語句を記入せよ。ただし，
数値には単位を付し，風向は16方位で記入せよ。なお，北海道胆振地方の位置を下図に示す。
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＜ポイント＞
・高知へ南西風で流入するのは、321Kの相当温位域。
・宮城県を正確にイメージすること。宮城県での最大風速は、55ﾉｯﾄである。
・奥羽山脈に西よりの風が吹くと風上側では「上昇流」、風下側では「下降流」になる。
「山越え気流」は、覚えるしかないです。

・胆振地方は地図で示されている。風速は65ﾉｯﾄの矢旗があるのでわかり易いが、気温は-6℃と-9℃の両方に可能性
があり、その間というのが本当は正解かと思う。

・850hPaでの65ﾉｯﾄだが、地上でも強い風になるはず。65ﾉｯﾄだけで判断すれば「暴風」だが、地上風速は、「暴風」
と「強風」の根拠が図８だけでは判断できない。
雪は、850hPaで-6℃～-9℃なので地上では0℃前後となり着雪に警戒となっているので「湿った」が解答となる。
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図１１(実況図) 図１０(右下、予想図)
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予想
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図11に記入された太い破線はシアーラインを示す。図10(右下)と図11を比較して述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る
適切な数値または語句を記入せよ。ただし，(①)と(②)には8方位の方角を，(③)には10km刻みの距離を記入せよ。

予想と実況とでは南よりの風の領域の北限に相違があり，実況図で南よりの風の北端に沿って(南西)(北東)方向に形成
されるシアーラインの位置は，予想よりも南東側へ約(80(70))kmずれている。このシアーライン付近では(等温線)が密集し
ており，その両側の気温差は最大でおよそ8℃に達している。このように予想と実況が相違していることからみて，15時の時点
では，北部の(高気圧)は予想されたほどには弱まっていない。

＜ポイント＞
・関東地方の局地図が使用される問題では、沿岸と内陸の風速・風向の違い、気温の違い、気温傾度の違いや、風のシ
アーラインの解析、内陸のメソ高気圧の存在などを問う問題が多い。

・この問題も典型的な設問である。

・シアーラインが、予想より実況でまだ南にあるということは、内陸の高気圧の勢力が弱まっておらず南の沿岸からの暖かい
風が内陸まで侵入することができないでいることを示唆している。

・距離は、北緯１°＝111Km を利用して定規でシアーラインの距離を測定して比例関係で求めること。
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地上天気図によると，朝鮮半島西岸に1008hPaの低気圧があり東南東に(15)ノットで進んでいる。この低気圧に対して
(海上強風)警報が発表されている。低気圧の中心から東に温暖前線が，南西に(寒冷前線)がのびている。500hPa天気
図ではこの低気圧に対応するトラフの西側では等高度線は等温線と交差しており，明瞭な(寒気移流)が見られる。地上天
気図では，この低気圧とは別に，華南から東シナ海まで(停滞前線)がのびている。一方，オホーツク海南部には1026hPa
の高気圧があって，(南東)に20ノットで進んでいる。この高気圧に対応して850hPa面では(-6)℃の等温線で表される寒気
がある。また日本の東海上には1026hPaの別の高気圧があって，日本の南海上に張り出している。この高気圧の中心付近
の船舶の観測データを見ると，(3)時間で気圧が(1.2)hPa上昇しており，高気圧は勢力を強めている。オホーツク海，日
本海，黄海および東シナ海には(海上濃霧)警報が発表されている。

＜ポイント＞
・等温線を横切って風が吹いている場合は、温度移流がある。 寒気側から吹けば寒気移流、暖気側なら暖気移流。
・気圧の傾向は、３時間。
・平易な問題なので、これで１０点取れるので確実にものにしたいところです。



地上３６時間 地上４８時間 500hPa気温・700hPa湿数(48H)
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500hPa高度・渦度(48H) 850hPa気温・風,700hPa鉛直流(48H)

図7，図8および図11を用いて，48時間後の閉塞点の位置と暖域や寒冷前線後面の大気の性質に関する以下の文章の
空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句または数値を答えよ。

36時間後には，津軽海峡付近に新たに低気圧が発生し，48時間後にかけて北海道西方海上を(北上)して閉塞すると予
想されている。閉塞点付近には500hPaの強風軸に沿う(176x10-6)s1の渦度の極大値がみられる。850hPaでは閉塞
点の南の暖域内で強い(南)よりの風が吹いており，700hPaでは(上昇流)が強く，寒冷前線の西側では(乾燥)している。

＜ポイント＞
・500hPa強風軸は、渦度０線を目安にする。
・閉塞点は、地上等圧線と500hPa等温線によりだいたいの位置を特定。
・閉塞点を決めれば、その他の問は自ずと明確になる。



500hPa気温、700hPa湿数 850hPa気温・風、700hPa鉛直流

図11を用いて，18日9時における台風周辺の500hPaおよび850hPaの気温分布について述べた次の文章の空欄(①)～
(④)に入る適切な語句または数値を記入せよ。

500hPaでは台風中心付近に(暖気核)が存在して台風の構造を保っているが，西側から(寒気)が進入し，次第に
(温帯低気圧)としての性質を持ちつつある。850hPaでは(15)℃の等温線付近で傾圧性が強まり，前線が形成され始めて

暖気核

寒気進入

15℃
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(温帯低気圧)としての性質を持ちつつある。850hPaでは(15)℃の等温線付近で傾圧性が強まり，前線が形成され始めて
いる。

＜ポイント＞
・熱帯低気圧と温帯低気圧の構造の特徴を押さえておくこと。
・500hPaの図の指定なので「気温」である。台風の中心付近とくれば「暖気核」の存在を考慮する。
西側には等温線が南～南東に向けて凸となっているので寒気が進入している。

・暖気核が明瞭でなくなり、中心付近まで寒気が進入してくると熱帯低気圧の構造が保てなくなり、温帯低気圧化する。

・850hPaの図は、気温と風である。等温線が込んでいることは同じ高度（気圧ではなく実際の高度）において気圧の
水平変化が大きい（傾圧性が強い）ことを意味する。中心となっているのは12℃の等温線だが、前線が形成され始め
ているとの題意なので15℃を答えるのが妥当である。



集中帯

風向が異なり水平シアーがある

高相当温位

低相当温位
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参考
初期時刻の地上天気図

図16から読み取れる17日9時の大気の特徴を述べた次の文章の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句を記入せよ。

北緯40°より北の地上から400hPa付近までの高度に見られる相当温位の集中帯は(停滞前線)に対応しており，下層の
風にはこれを境に(水平シアー)が見られる。この(停滞前線)の南側では850hPa以下では相当温位の値が大きく大気は
(湿潤)であるが，600hPa付近を中心に相当温位の値が小さい(乾燥)した層があり，下層大気の成層は(対流不安定)と
なっている。

＜ポイント＞
・初期時刻の地上天気図からも台風の北側に停滞前線があり、この集中帯は停滞前線と見てよい。
・下層が湿潤であると「対流不安定」である。

風向が異なり水平シアーがある



未 明 朝 前 過 夕 始 遅

４１回 実技１ 問５（３） ９点
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五島市に予想される雨・風と，防災事項について述べた次の文章の空欄(①)～(⑨)に入る適切な語句を記入せよ。このう
ち，①②⑥については，量的予報で使われる用語を用いて答えよ。また，時間帯については日付を明示し府県天気予報で
の時間細分の用語を用いて答えよ。

五島市の海上では台風の接近・通過に伴い，最大風速35m/sの(猛烈な風)が吹き，海は波の高さ12mとなり
(猛烈にしける)見込み。このため，(16日夕方)から17日朝にかけて暴風に，(16日夜のはじめ頃)から17日昼過ぎにかけて
高波に警戒が必要。また，16日昼過ぎから(17日昼過ぎ)にかけて激しい雨が降り，16日夜遅くから17日明け方は
(非常に激しい雨)が降る。(低い土地の浸水)や河川の増水，(土砂災害)に注意が必要。16日夜のはじめ頃と17日朝は，
(高潮)にも注意が必要。

＜ポイント＞
・基本的な用語は暗記するしかないです。
・時間細分用語:みめいちょうぜんかゆうしち
・風:(m/s)   10~ やや強い /  15~ 強い /  20~ 非常に強い /  30~ 猛烈な
強風 15m/s~  /  暴風 25m/s~

・雨:(mm/h)  やつはひも
10~ やや強い /  20~ 強い /  30~ 激しい /  50~ 非常に激しい /  80~ 猛烈な

・波浪:(m)  4.0~ しける /  6.0~ 大しけ /  9.0~ 猛烈にしける
波浪の警報レベルが五島市の場合6.0mなのでそれ以上の時、高波に警戒となる。



図1に示す低気圧A,Bについて，図1～図3に基づいてそれぞれの中心位置，中心気圧，移動方向と速さ，低気圧のス
ケールと特徴，赤外画像における雲域の特徴，発表されている海上警報(種別と内容)をまとめた下記の表の空欄(①)～
(⑩)に入る適切な語句または数値を記入せよ。

東北東 25

総観

寒帯前線ジェット

バルジ形状

渦状
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＜ポイント＞
・低気圧Ａは、2000Km以上の規模があるので「総観規模」と考えられる。 「メソα」は、200Km～程度の規模。
・500hPa高層図において低気圧Bの南側にジェット気流（寒帯前線ジェット）が認められる。
ジェットの北側なので、寒気場という解答が妥当。

・低気圧Ａの「バルジ」はわかりやすいが、低気圧Ｂの「渦」は、表現方法に迷う問題である。しかし雲域の特徴で「～状」
とくれば、 バルジ、渦、帯、コンマ、フックなどがあり、ここでは「渦」が最も当てはまる。

総観

寒気

バルジ 渦

800

12

600南西



500hPa高度・渦度(上) 500hPa気温、700hPa湿数(上)
地上気圧・降水量・風(下) 850hPa気温・風、700hPa鉛直流(下)
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図6および図9を用いて，12時間後における低気圧B上空の500hPaの温度場・高度場および850hPaの温度場の特徴を
まとめた次の記述の空欄(①)～(⑤)に入る適切な語句または数値(整数)を記入せよ。

＜ポイント＞
・低気圧のＡとＢを混同しないこと。
・850hPaでは、「W」の文字があるので「暖気」である。しかし閉じた等温線になっていないので暖気核とまでは言わない。

-36 寒気 トラフ

-9 暖気

低気圧Ｂ 暖気「W」の文字



地上天気図 500hPa天気図 500hPa高度・渦度

850hPa天気図 850hPa気温・風 300hPa天気図

東南東

48

135
寒気

正渦度

地上前線
18℃ 18℃

強風軸
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日本付近の気象概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑫)に入る適切な語句または数値(整数)を記入せよ。②⑥に
ついては方位を16方位で答えよ。

地上天気図によると，千島近海に中心気圧(1000)hPaの低気圧があり，(北東)へ(15)ノットで進んでいる。この低気圧
は500hPa天気図で沿海州の北緯(48)°，東経(135(134))°にある寒冷低気圧の(東南東)に位置している。500hPa 
の温度場との対応をみるとこの地上低気圧の進行方向の前面に(寒気)があり，500hPaの渦度場との対応をみると，地
上低気圧の中心は(正渦度)の極大域内にあることがわかる。これらのことから，この低気圧は今後発達の可能性が
(小さい)と判断される。地上天気図で本州上に描かれている梅雨前線は，本州付近の850hPa面では15℃ないし
(18)℃の等温線におおむね対応し，300hPa面の(9600)mの等高度線付近にみられる強風軸に沿ってそのわずかに
(南)側に位置している。

＜ポイント＞
・地上低気圧は、進行方向の500hPaに寒気があり、500hPa強風軸（渦度０線）の寒気側（正渦度域）に入って
おり閉塞過程にあると判断できるため今後は衰弱すると予想される。

・300hPa強風軸は、等風速線を目安に解析すること。



降水のピーク
2.3Kmの風向

降水域の南縁

南西からの風

風速差による収束

降水開始
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図11(4時)の強雨域はその後南下し，熊本(熊本県:図12の断面位置の図Bに位置を示す)を通過した。図15を用いて，
熊本で強雨域による強い降水が始まったとみられる時刻を10分刻みで答えよ。また，次の文章の空欄(①)~(⑧)に入る適
切な語句または数値(整数)を記入せよ。ただし，④には下の枠内のから最も適切なものを選んでその記号を記入し，①⑤
⑥は方位を8方位で答えよ。

５時４０分（５０分）
図15によれば，熊本では，6時頃に高度3km以下の気層で，(南西)の風の風速が最大(50)ノットに強化された。その後，
この風は少し弱まり，8時40分にかけておよそ(40)ノットで経過した。降水粒子の落下を示す負の鉛直速度は(エ)にかけて
ピークを迎え，この時間帯に降水強度が最大になったとみられる。9時以降は，高度2.3kmの風向が(西)に変わり，風速が
弱まるとともに，鉛直速度が小さくなり降水は弱まった。降水域が北から南に移動したことから，図15は熊本を通過した降
水域の南北方向の鉛直断面を表しているとみなせる。(南西)から吹き込む風は降水域の(南)縁で最も強くなっており，風速
の違いによってその北側にあたる降水域内では(収束)が起きて(上昇流)が生じ，強雨域が形成されたことがわかる。

＜ポイント＞
・風の収束:風向の違い、風速の違い ⇒ 上昇流を生成する

・時間は、右から左に経過している。降水域は、北から南へ移動しているので、降水の開始は、降水域の南縁になる。



地上天気図 850hPa気温・風、700hPa鉛直流

600海里
360海里

-56hPa/h

南南西30ﾉｯﾄ暖気

トラフ

5520m

４２回 実技２ 問１（１） １０点
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500hPa高度・渦度

次の文章の空欄(①)～(⑨)に入る適切な語句または数値を記入せよ。ただし，①は地名を，③⑥は符号と単位を含めた
数値を，④⑦は方位(16方位)を，⑨は10刻みの整数を答えよ。

地上天気図で，中国大陸東岸には前線を伴った低気圧があり，東北東へ15ノットで進んでいる。この移動方向と速さを維
持すると，この低気圧は24時間後には(朝鮮半島)に進むとみられる。850hPa気温・風，700hPa鉛直流解析図をみると，
この低気圧付近は(上昇)流域となっており，低気圧中心のすぐ北に(-56hPa/h)の強い鉛直流が解析されている。また，そ
の付近に記入された(南南西)30ノットの矢羽で示される風は等温線の集中帯を横切るように吹いており，そこに強い
(暖気移流)が存在することを示している。500hPa高度・渦度解析図をみると，この低気圧に対応するトラフの渦度極大値
は(+218x10-6/s)で，その位置は地上の低気圧中心からみて(西)におよそ650km離れている。すなわち，この低気圧か
らのびる気圧の谷の軸は上空へ行くほど偏西風の上流側へ傾いており，地上～500hPa間の平均の傾斜は，⑥の渦度極
大値が(5520)mの等高度線付近にあることを考慮すると，およそ(120)分の1である。

＜ポイント＞
・15ノット＝15海里／h なので、24時間で360海里。緯度10°で600海里なので60%の距離。
・等温線を横切って風が吹く事は、温度移流がある。暖気側から吹けば暖気移流となる。
・高度が、5.52Km、距離が650Kmなので 650÷5.52=117.75 10刻みなので、120となる。

西



初期時刻 トラフの推移（問２(2)の解答）

１２時間後 ２４時間後 ３６時間後

A

B

A

A

B

B

B

A

４２回 実技２ 問２（３） ８点
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問2(2)に留意して，初期時刻に中国大陸東岸にある低気圧の36時間後までの発達について述べた次の文章の空欄(①)
～(⑧)に入る適切な語句，記号または数値を記入せよ。

低気圧は初期時刻から(24)時間後まではトラフ(A)の(前面)にあって(急速)に発達し，低気圧がトラフ(A)の(直下)に位置
した後も，トラフ(B)の(接近)により(緩やか)に発達する。

＜ポイント＞
・複数の図を見比べることと、正確なトラフ位置の解析が必要で、比較的難易度の高い問題。
・低気圧の中心気圧推移は、 1012 – 1000 – 988 – 984 で２４時間後までに-24hPa低下しており、その後
は、-4hPaに留まっている。

・低気圧がトラフAの直下となった後も、追いかけてくるトラフBにより影響を受けている。
・「急速に」の反対語として「緩やかに」が使用される。

1000hPa
988hPa

984hPa

初期時刻
1012hPa



雨の強まり

69mm
北北西

南南西

6:20

6:10

４２回 実技２ 問３ １３点
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図1の15～24時間後にあたる25日の朝に，沖縄地方で顕著な大気現象がみられた。図11は25日3時(24日18UTC)か
ら9時(00UTC)までの那覇の1分毎の気象要素の時系列図であり，表1は25日午前の那覇の地上気象観測表である。こ
れらに基づいてこの現象の推移と構造の解析について述べた次の文章の空欄(①)～(⑬)に入る適切な語句または数値を記
入せよ。ただし，①⑥⑦は16方位の風向を，②③⑤は10分刻みの時刻を，④は0.5mm刻みの降水量を，⑪は整数の
温度差を答えよ。

那覇では，25日未明に雨が降り始め，南または(南南東)の風が吹いていた。雨は(4時50分)頃から強まり，
(5時20分)頃には瞬間的に降雨強度が300mm/hを超える土砂降りとなった。7時までの3時間降水量は(69.0)mmで
あった。雨が強まった頃から風向の変動がやや大きくなったが，(6時10分)前後の約10分間に風向がそれまでの(南南西)か
ら(北北西)に変わって風速が(強まった)。これに伴う(最大瞬間風速)は6時20分に記録した15.8m/sである。風の変化とと
もに気圧，気温および露点温度にも変化がみられた。気圧は(6時10分)前後に約1.2hPa上昇した。気圧の変化に要した
時間は風の変化に要した時間より短かった。気温と露点温度の変化は，風や気圧の変化より数分(遅れて)始まり，10分
足らずの間にいずれも約(3)℃(下降)した。これらの変化は性質の異なる空気に入れ替わったことを示すが，気温と露点温度
の変化が風と気圧の変化より(遅れて)始まったことから，性質の異なる空気の到来は上空より地表付近の方が(遅)かった。

＜ポイント＞
・問題文に沿って図表を注意深く見てゆけば比較的平易な問題である。
・3時間降水量だけ表から導き出す。
・気温が下がったことから、寒気が到来していることを示している。気温と露点温度は地表の観測値ゆえ地表付近の方が
寒気の到来が遅いことになる。

4:50 5:20



寒帯前線ジェット

500hPaトラフ

地上前線

300hPaトラフ

４３回 実技１ 問１（１） １３点
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日本付近の気象概況と総観場について述べた次の文章の空欄(①)～(⑬)に入る適切な整数値または語句を記入せよ。な
お，⑦⑪は下のそれぞれの枠内から適切な語句を一つ選び，⑫⑬は十種雲形で答えよ。

地上天気図によると，黄海の北緯37°東経(124)°に，前線を伴った1006hPaの発達中の低気圧があって，(東北東)へ
25ノットで進んでいる。この低気圧には(海上暴風)警報が発表されており，中心の南東側900海里以内と(北西)側500海
里以内では，今後24時間以内に最大風速が(60)ノットに達する見込みとなっている。300hPa天気図では，日本付近を
二つのジェット気流が流れており，南のものは亜熱帯ジェット気流，北のものは(寒帯前線)ジェット気流と呼ばれている。黄海
の低気圧は(後者)のジェット気流に対応している。500hPa天気図では，華北から華中にかけて(トラフ)があり，地上低気
圧から300hPaまで上方に向かって(気圧の谷の軸)が(西)に傾いている。地上天気図で広範囲に雨が観測されているのは，
黄海の低気圧と南西諸島の付近である。低気圧の北および西側では，前1時間内に止み間がない(弱い)雨が観測されて
いる。また，那覇(沖縄県)の地上観測によると，(積)雲と(層積)雲が観測されており，しゅう雨となっている。

＜ポイント＞
・300hPaのジェット気流は、矢羽ではなく、等風速線により解析すること。
・日本周辺のジェット気流は２種。 亜熱帯と寒帯前線である。

・発達中の低気圧＝気圧の谷の軸が上空に向かって西に傾いている （常套句）

亜熱帯ジェット

地上前線



４３回 実技１ 問４（１） ４点

17

下の表は，沿岸波浪予想図から飛島付近の格子点Xにおける風向，風速(ノット)，卓越波向，波高(m)を読み取ったも
のである。表の空欄(①)～(④)に入る適切な方位(16方位)と数値(整数)を答えよ。

＜ポイント＞
・読み間違えなければ平易な問題である。

・波向は、波が進んでくる方向を指すので
「➡」ならば「西」
「⬆」ならば「南」

西北西

西北西

40

8



初期時刻2日21時 24時間後3日21時 48時間後4日21時

3日9時 850hPa

67mm

４３回 実技１ 問５（１） ９点
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日本付近を通過する低気圧と寒冷前線の予想とともに，それに伴う各地での防災上の留意事項を述べた次の文章の空欄
(①)～(⑨)に入る適切な語句または数値を答えよ。
2日21時に黄海にある低気圧は3日には日本海で急速に発達し，4日には発達した低気圧がオホーツク海をゆっくりと東進
する予想となっている。このため，3日から4日にかけて，西日本から北日本の広い範囲で(暴風)や(高波)に，北日本では
加えて(暴風雪)に警戒が必要である。この低気圧から南西にのびる強い寒気を伴った寒冷前線は3日に日本付近を通過す
る見込みで，3日9時の850hPa面では九州南東岸に(327)Kの高相当温位が予想されている。また，寒冷前線の前面
では(暖湿)流が強く，3日21時には東海地方に(67)mmの前12時間降水量の極値が予想されている。このため，西日本
から東日本にかけては，太平洋沿岸を中心に大雨のおそれがあるほか，前線の接近・通過時には，落雷や短時間強雨，
強風，(竜巻)などの激しい突風に注意が必要である。北日本では，低気圧の接近･通過に伴い雷を伴った非常に激しい雨
のおそれがあり，大雨や(融雪)による土砂災害，河川の増水，低地の浸水に注意が必要である。多雪地ではなだれ，さら
に大雪や着雪にも注意が必要である。また，日本海側の沿岸では北日本を中心に，発達した低気圧の接近･通過に伴う
(吹き寄せ)効果や吸い上げ効果により潮位が高くなることが予想されることから，高潮にも警戒が必要である。

＜ポイント＞
・防災上の留意事項は、天気図や予想図に記載されているわけではないので、気象状況を勘案して適切な文言を解答
するしかない。問題文前半は、日本海側をイメージしており、後半は太平洋側をイメージしている。故に前半は、暴風、
高波、暴風雪であり、後半は大雨の文章となっている。

・寒冷前線の前面は、通常上昇流だが、327Kの高相当温位を答えさせていることから、湿潤な気塊の流入を意識させ
たいものと思われる。積乱雲の定番は、落雷・短時間強雨・突風だが、突風を分解して強風と竜巻と考えればよい。

327K



東北東

風力8~9に相当

北で強風

鞍部

高気圧が
張り出している

尾根

40N,143E

41N,137E

４３回 実技２ 問１（１） ９点
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日本付近の気象の概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑨)に入る適切な語句または数値を記入せよ。ただし，①
は16方位，③は4方位(東・西・南・北のいずれか)，⑧⑨は整数で答えよ。

関東の南東海上には前線を伴った低気圧があり，(東北東)へ進んでいる。この低気圧の周辺海域では，気象庁(風力)階
級表の(風力)8もしくは9に相当する強風が吹いているが，風が強いのはおもに低気圧中心の(北)側である。山陰沖には前
線を持たない低気圧がある。近畿地方は(気圧傾度)の緩い(鞍部)となっている。大陸の高気圧の一部は沿海州から北海道
方面へ(張り出し)ており，北海道は気圧の(尾根)にあたっている。気圧の(尾根)はさらに南へのび，北緯40°東経(143)°
を経て，北緯37°東経(141)°に達している。

＜ポイント＞
・1004hPa低気圧の等圧線は、北側の間隔が狭く、北側で風が強いことが推測できる。矢羽が25ﾉｯﾄだが、[GW]が
発表されているので34ﾉｯﾄ~47ﾉｯﾄであり、風力階級では8~9となる。

・「鞍部」は山岳用語でよく使われ、「コル」のことである。尾根上のピークとピークの間の標高が低くなった箇所を指し、平ら
な場所である。等圧線も山の等高度線と考えれば近畿地方は、気圧傾度が緩く平らで低い鞍部と見ることができる。

・高気圧の場合、「張り出している」という用語を用いる。

・東経143°と141°は、パっと見で検討がつくように練習する必要がある。



12H後
24H後

４３回 実技２ 問２（２） ７点
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初期時刻に山陰沖にある低気圧についてまとめた次表の空欄
(①)～(⑦)に入る適切な語句または数値を，図1の地上天
気図から読み取って記入せよ。ただし，①⑥⑦は16方位で
答えよ。

＜ポイント＞
・12H、24H後の中心位置は問題の表に記載がある。
そこから 北東、西を解析。

東北東 10

50

30

距離

北東

西



初期時刻 １２時間後 ２４時間後

地上低気圧

1012hPa

1000hPa
996hPa

４３回 実技２ 問２（３） １２点
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初期時刻に山陰沖にある低気圧の構造の変化について述べた次の文章の空欄(①)～(⑦)に入る適切な語句を記入せよ。
この低気圧は，初期時刻から24時間後にかけて(西)側から接近する500hPa面の低気圧と結びついて急速に(発達)し，
その後は500hPa面の低気圧と重なって急速に(衰弱)しながら東進する。850hPa面の温度分布をみると，初期時刻には
地上低気圧の(南東)側に暖気，(北西)側に寒気があって，低気圧中心付近の(温度傾度)が大きいが，12時間後から
24時間後にかけて低気圧中心に(暖気核)が形成される。

＜ポイント＞
・500hPaトラフや低気圧中心が接近することによって地上低気圧は発達する。地上低気圧と500hPa低気圧が鉛直
位置になると閉塞し、その後は衰退する。36時間後の図があり、地上低気圧の中心気圧は上昇していないが、低気圧
の盛衰を問う問題のため「発達」し「衰弱」するという筋書きのようです。

暖気

寒気
温度傾度大 暖気核

暖気核



４４回 実技１ 問１（１） ８点
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日本付近の気象の概況について述べた次の文章の空欄(①)～(⑧)に入る適切な語句または数値を答えよ。ただし，③は
16方位，④⑤は下のそれぞれの枠内から正しいものを一つ選び，⑥～⑧ (順不同) は海域名を答えよ。

地上天気図によると，日本海には低気圧があり東へ(10)ノットで進んでいる。500hPa天気図では，日本海西部にトラフが
あり，その南縁には強風帯があって，松江では(60)ノットの(西(西南西))風が観測されている。気象衛星画像では，華中
から華南にかけて，可視・赤外ともに白色の雲域がみられる。これは，この雲域の雲頂高度が(高)く，厚さが(厚)いことを示
唆している。日本の周辺海域には霧がみられ，海上濃霧警報が発表されている。その範囲は，オホーツク海，日本の東海
上，(日本海)，(黄海)および(東シナ海)である。

＜ポイント＞
・読取り問題としては極めて平易な問題である。
・可視、赤外画像の雲の特徴を把握しておく。
・日本周辺の海域名は、よく覚えておくこと。



等温線の走向が南北

温度勾配が大きい

４４回 実技１ 問３（１） １０点
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16日13時の関東地方の気温と風について述べた次の文章の空欄(①)～(⑩)に入る適切な語句または数値を答えよ。ただ
し，①は風向を8方位で，②③は県名を漢字で，④⑥は整数で，⑤は十種雲形を漢字で答えよ。

関東地方では，概ね(東)の風が卓越している。この風向の風速が最も大きいのは(千葉県)と(茨城県)の境界付近で，風
速は(6)m/sに達している。栃木県内ではこの卓越風向とは逆向きの7m/sの風がみられるが，これは(積乱雲)の影響による
ものである。気温は内陸で高く，沿岸部との気温差は最大で約(9)℃に達している。関東の東部沿岸では等温線の走向が
南北になっており，温度勾配が(大きく)なっている。これは，(海面水温)が地面温度より(低)く，海上から運ばれる空気に
よって沿岸部の気温上昇が(抑えられ)ていることを示す。

＜ポイント＞
・局地図では、風速の単位がノットでなくm/sであることが多いので注意。
・海側の温度が低く、沿岸部で温度勾配が大きいので、相対的に冷たい空気が海側から運ばれていることが推測できる。
・漢字に注意。 ○「抑える」 ☓「押さえる」 「抑える」は、抑制される意味。 「押さえる」は、物理的に押している状態。
・エコーの状態から局地的な積乱雲である。



華南

４４回 実技２ 問１（２） ６点

24

図1の三つの熱帯低気圧A～Cについてまとめた次の表の空欄(①)～(⑥)に入る適切な語句または数値を，必要に応じ単
位を付して答えよ。

＜ポイント＞
・極めて平易な問題。
・アジアの地名、海域名はよく記憶しておくこと。
・「ALMOST STNR」 は、「ほとんど停滞」。 SLWは、「ゆっくり」。

華南

1000hPa

北西へ9ﾉｯﾄ ほとんど停滞

35ﾉｯﾄ 35ﾉｯﾄ



図８ 850hPa気温・風、700hPa鉛直流 図９ 500hPa気温、700hPa湿数

18℃

18℃

-6℃

45ﾉｯﾄ
345

４４回 実技２ 問３（１） ７点
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図１０ 850hPa相当温位・風

次の表は下の地形図に示す北海道八雲町の地点Ｐにおける，12時間後から48時間後にかけての気象要素の予想値を
示したものである。図8～図10に基づいて表の空欄(①)～(⑦)に入る適切な数値を答えよ。ただし，気温は1℃刻み，風
速は5ノット刻み，相当温位は3K刻みとせよ。

＜ポイント＞
・問われている図を間違えないこと。
・各等値線が点Pを通るようになっているので
解答しやすい。

・850hPaの風は、図8では該当ポイントに
情報がないので、図10の相当温位、風
の図を用いること。

-6

18 18

45 25

345 330

25ﾉｯﾄ
330



４４回 実技２ 問４（２） ６点

26

図12の太い実線は土砂災害警戒情報の発表の基準となる線であり，太い破線は大雨警報の基準となる線である。土砂
災害警戒情報，雨量判定図および大雨警報について述べた次の文章の空欄(①)～(⑥)に入る適切な語句を答えよ。なお，
②～⑤は下のそれぞれの枠内から適切な語句を一つ選んで答えよ。

横軸に土壌雨量指数，縦軸に前1時間雨量をとった図は，「雨量判定図」と呼ばれており，(土砂災害)の危険度の判定
に利用する。雨量判定図に実況または予想を記入し時刻順に結んだものをスネークラインという。スネークラインが上方向にの
びるのは(短時間に大雨が降った)とき，右方向にのびるのは(⾧期間大雨が続いた)ときである。土砂災害警戒情報の基準
線は曲線部分と下限値と呼ばれる直線部分で構成される。下限値は，土壌雨量指数が(小さい)状態のときには，一過性
の短時間強雨で土砂災害が発生する可能性が(低い)ために，設定されている。土砂災害警戒情報は，実況または予想に
よるスネークラインがこの基準線を超えたときに発表される。雨量判定図において，大雨警報の基準線は土砂災害警戒情報
の基準線の(左)側に設定されているため，大雨警報は土砂災害警戒情報より前または同時に発表される。

＜ポイント＞
・上に伸びる
土壌雨量指数はあまり伸びず、雨量が短時間に多くなる
＝短時間に大雨

・右に伸びる
雨量の増加は緩やかだが土壌雨量指数が大きくなる
＝⾧時間雨が降り続く


